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研究成果の概要（和文）：動物とヒトで共有された回路において、ドーパミンによる価値の内在化の新しい機序
を発見し(Yagishita et al., 2020)、ヒトイメージング実験で長期的な行動選択の動因が形成・固定化される基
盤を明らかにした(Tanaka et al., 2018)。主体価値の個人差の解明のために、C01・D01と連携し思春期コホー
トデータを整備し、個人の多様性を説明する解析手法を開発し、親子の脳指標の多様性の網羅的解析（Takagi 
et al., 2021）や、親子関係を反映する脳機能指標と児童の問題行動等の関係(Itahashi et al., 2020)を明ら
かにした。

研究成果の概要（英文）：We discovered a new mechanism of personalized values by dopamine in a 
circuit shared by animals and humans by synaptic analysis in mice (Yagishita et al., 2020, Nature), 
and clarified the basis for the formation and consolidation of long-term behavior in human 
neuroimaging experiments (Tanaka et al., 2018). To clarify individual differences in personalized 
values, we developed an analytical method to explain individual diversity by developing adolescent 
cohort data (TTC) and subsample data (pn-TTC) in cooperation with C01 and D01, and clarified 
comprehensive analysis of the diversity of parent-child brain indices (Takagi et al., 2021), 
prediction of problematic behaviors of children from neural function indices reflecting parent-child
 relationships (Itahashi et al., 2020), distribution of parameters related to long-term behavior in 
learning tasks and relationships  between those parameters and problematic behavior.

研究分野：認知科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
主体価値の神経回路基盤についてマウスを用いた研究により、ドーパミンD1受容体機能により汎化された価値予
測が生じたのち、実際の報酬状況により価値記憶を精緻化（弁別）することにD2受容体機能が関与することを見
出した。これと対応するヒトの研究により、主体価値の多様性の脳基盤を明らかにした。思春期コホート研究者
と脳科学、精神医学研究者の連携を生かし、社会疫学と脳科学の融合学術分野“Population neuroscience”を
世界に向けて発信できた。また、親から子への価値の伝達の脳基盤という、“Transgenerational 
neuroscience”と呼べる独創的な学術を創出した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

私たちは環境との相互作用によって得られる経験を元に、ライフステージ・発達段階に沿って変

化していく社会環境に適応するための行動選択特性を内在化していく。年単位などの長期的な

行動選択は、長年の経験を通して脳に形成・蓄積された経験や記憶の履歴に基づいて行われるが、

その個体内駆動因の脳基盤や、経験により獲得した動因がどのように長期間脳の中に保持され

ることで、主体価値としてその後の行動選択に影響を与えるのかも未解明である。経験を通した

外界から多様な情報に対して価値が割り当てられ、その情報を保持する価値記憶の機構として

は、シナプスの可塑性による神経間の情報伝達の重み付け変化が基盤にあると考えられる。しか

し、長期的には記憶貯蔵の脳部位は変遷する例が知られており、長期の行動選択に関わる価値記

憶を脳が長期的に保持する基本的メカニズムが不明である。メタ認知や言語を中核とするヒト

に固有の高次認知機能は、経験・潜在的選好などの心的要素を顕在的なプロセスにより統合する

ことで主体価値の形成に関わり、また主体価値から行動選択に至る過程の制御にも関与する。メ

タ認知・言語が主体価値と行動選択に与える影響は、思春期特有の心理的葛藤 (認知的不協和)
の解消として心理学的に研究されてきたが、その脳機構は不明であった。 

２．研究の目的 

長期的な行動選択につながる主体価値の形成・固定化・保持のメカニズムを、マウスのシナプス

解析とヒトの機能画像・行動解析を双方向的に組み合わせて解明することを目的とし、主に潜在

的プロセスを通じて形成された価値が、思春期に成熟するメタ認知や言語にもとづく顕在的プ

ロセスにより、人間特有の主体価値として形成する機構をヒトの機能画像・行動解析を通じて明

らかにすることで、「主体価値脳モデル」の導出を目指した。 

３．研究の方法 

主体価値の脳基盤の解明を目指し、ヒトと

動物で保存されている皮質下回路とヒトに

特徴的な皮質回路に分け、動物の研究を柳

下、ヒトの研究を田中が担当した。さらに人

間特有の自己制御self-regulation（前領域

での鍵概念）が主体価値の形成にどのよう

な役割を果たし、そのプロセスに皮質－皮

質下のネットワークがどのように関与して

いるかを橋本が解明する。中谷・中村は、A01

班とC01班東京ティーンコホートを接続し

（Population neuroscience）、サブサンプ

ルMRI研究の実施を担当した。以下に具体的

な方法を示す。 

1) 主体価値の形成・固定化・保持の脳基盤（双方向的《動物ーヒト》研究）  

1-a)主体価値の形成・固定化・保持の脳基盤:価値保持を担う神経回路・シナプス機構の動物に

よる検証(柳下） 

経験に基づき形成された価値記憶が行動選択に至る実験系を構築し、側坐核および前頭葉のシ

ナプス神経基盤を調査する。さらに価値記憶の形成の思春期特性を明らかにする。 

1-b) 主体価値の形成・固定化・保持の脳基盤:行動への表れのメカニズムのヒトでの検証（田中） 

長期的な行動選択の動因が形成・固定化・保持され、行動に表れるメカニズムを、ヒトを対象と

した fMRI研究から明らかにする。すなわち、行動・脳活動を含む多変量データから、個人の長

期的な行動選択特性を予測できる主体価値の推定モデルを同定する。 

2) メタ認知・言語による主体価値の調整メカニズムの解明（橋本龍） 

心的葛藤の解消や自伝的記憶の発達など思春期の心理学的現象に焦点をあてた fMRI と行動計
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測を継続する。また、主体価値の調整要因として、親子関係を含む対人関係が脳機能へ与える影

響をネットワーク解析等を用いて解明し、親子関係を反映する脳機能ネットワークと主体価値

形成との関連を明らかにする。A01-2)は、A01-1)と計画研究 B01, C01, D01を接続する役割を

果たす。 

3) 主体価値の個人差の解明（中谷、中村、橋本、田中; C01・D01 班との連携） 

主体価値の個人差・多様性の解明を目指し、C01、D01と連携し、東京ティーンコホート (TTC)
並びにサブサンプル (pn-TTC)の多変量の脳情報データ（安静時結合・課題時活動）と多変量の

行動データ（さまざまな行動指標や心理指標）を用いた解析を行う。 

４．研究の成果 

＜計画研究＞ 

1-a)主体価値の形成・固定化・保持の脳基盤:価値保持を担う神経回路・シナプス機構の動物に

よる検証(柳下） 

ドーパミンが制御する側坐核での価値

の内在化機序を、マウスを用いて脳ス

ライスから行動実験までにまたがり探

索し、ドーパミンが一過性に上昇する

と D1 受容体発現細胞（D1 細胞）がシ

ナプス可塑性と汎化的な価値の学習を

行うが、この広がった価値予測が間違

っていると D2 細胞がドーパミンの一

過性低下を検出してシナプス可塑性と

弁別学習を起こすことを明らかにし

た。興味深いことに同じ予測の間違い

であっても、元々報酬を予測していた

手がかりに対して、報酬を提示しない消去学習においてはドーパミン一過性低下が生じず、D2
細胞も関与していなかった。さらにこの D2 細胞の可塑性と弁別学習はドーパミン信号系の乱

れにより障害を受けることがわかった(Iino et al., Nature, 2020)。このような実験結果から、

ヒトにおいても思春期の発達過程で環境からの信号により汎化・弁別を繰り返しながら外界の

価値を内在化しているのではないかという新しい価値の内在化モデルを領域に提供した。 

1-b) 主体価値の形成・固定化・保持の脳基盤:行動への表れのメカニズムのヒトでの検証（田中） 

ヒトにおける価値記憶の形成・保持メカニズムについて、価値の計算とそれに基づく行動を測る

課題を用いて、そのメカニズムに不調があると考えられる ADHD 群と健常群で行動と脳活動を

比較し、ADHD 患者は将来の損失を報酬と同じように割り引くこと、将来の損失の大きさに対

する反応が線条体で低下、扁桃体で増加することを発見した (Tanaka et al., Scientific Reports, 
2018)。この結果は、辺縁系での価値表現は、動物とヒトで共有されていること、ヒトではそれ

が行動に直接結びつく可能性を示唆しており、新しい価値の内在化モデルの提供に繋がった。 

2) メタ認知・言語による主体価値の調整メカニズムの解明（橋本龍） 

視点取得による価値のメタ認知に関わる神経基盤を調べるため、自己または他者視点から、正ま

たは負の価値を表す性格特性を判断する心理課題を開発した。この課題を他者視点のメタ認知

に障害をもつ自閉スペクトラム症の fMRI研究に適用し、大脳正中構造を中心とした機能的結合

の異常を見出した。同様の課題を、領域内の共同研究で大学生のうつ研究、TTC コホート研究

にも適用し、思春期の異なるポピュレーションのメタ認知研究に展開した。また主体価値の形成

には、日常生活におけるエピソードを価値付けて記憶する自伝的記憶の発達が必要と考え、後期

思春期を対象に、その脳内基盤を fMRIで調べた。多変量解析を用いて、エピソードの多次元的

特徴表現する脳活動パターンを、内側腹側前頭前野を含む脳部位に同定した。また、思春期の学

童には、主体価値の不全に関連して様々な心理行動問題があらわれるが、TTC の早期思春期の

データを用いて領域内で共同研究を行い、親子関係と相関する脳機能ネットワークから、児童の

価値記憶形成におけるドーパミンD2受容体の

基本原理を解明（柳下ら、Nature, 2020）
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心理行動問題を予測するモデルを構築することに成功した。 

3) 主体価値の個人差の解明（中谷、中村、橋本、田中; C01・D01 班との連携） 

主体価値の個人差・多様性の解明を目指し、pn-TTCの 84組の親子の脳構造・脳機能MRIデ
ータを用い、親子間の相違について構造と機能の両方について網羅的に検証した (Takagi et 
al., iScience, in press)。ヒトの主体価値の個人差を説明する潜在変数の同定を目的とし、個人

差をよりロバストかつ鋭敏に捉える行動指標の開発と検証を行った。シミュレーションでリス

ク選好を示すパラメータ特性を同定し、実際のサブサンプルの行動データから推定したパラメ

ータが一致していることを確認した。思春期コホート研究の手法の開発として、児童にも適用

可能であり、また簡便に利用できる主観的価値の質問紙を作成した (Ozawa et al. 2020)。思春
期における神経発達と摂食制御の関連を機能的MRIと東京ティーンコホートの質問紙調査に

よって検証し、自己制御や衝動性とかかわる脳機能領域 (前頭葉、線条体、島皮質、扁桃体な

ど)と摂食制御機能の関連を明らかにした (Nakamura et al. 2020, 2021 J. Nutr, 2021 Front. 
Syst. Neurosci)。 
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Koike Shinsuke、Yamasaki Syudo、Kanata Sho、Fujikawa Shinya、Furukawa Toshiaki A.、Sasaki
Tsukasa、Hiraiwa‐Hasegawa Mariko、Kasai Kiyoto

53

10.1111/jpr.12277

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Development of the Brief Personal Values Inventory for Sense of Values

Japanese Psychological Research 72～86

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ozawa Sachiyo、Iijima Yudai、Ando Shuntaro、Okada Naohiro、Kawashima Tomoko、Ohta Kazusa、
Yamasaki Syudo、Kasai Kiyoto、Nishida Atsushi、Nakatani Hironori、Koike Shinsuke

62
 １．著者名

10.1093/jn/nxab068

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Dietary Restraint Related to Body Weight Maintenance and Neural Processing in Value-Coding
Areas in Adolescents

The Journal of Nutrition 2059～2067

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Nakamura Yuko、Ando Shuntaro、Yamasaki Syudo、Okada Naohiro、Nishida Atsushi、Kasai Kiyoto、
Tanaka Saori、Nakatani Hironori、Koike Shinsuke

151
 １．著者名



2020年

〔学会発表〕　計37件（うち招待講演　9件／うち国際学会　20件）

2021年

2020年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本発達神経科学会第10回学術集会（招待講演）

第84回日本循環器学会学術集会(JCS2020)（招待講演）

行動経済学会第15回大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田中沙織

田中沙織

田中沙織

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

脳・行動特徴の世代間伝達 ―思春期コホート親子データによる検証―

脳科学は心の健康について何を教える

行動経済学を考え直す -神経科学の立場から-

10.3389/fnhum.2020.00356

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
The Association Between Amygdala Subfield-Related Functional Connectivity and Stigma Reduction
12 Months After Social Contacts: A Functional Neuroimaging Study in a Subgroup of a Randomized
Controlled Trial

Frontiers in Human Neuroscience 356

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Nakamura Yuko、Okada Naohiro、Ando Shuntaro、Ohta Kazusa、Ojio Yasutaka、Abe Osamu、Kunimatsu
Akira、Yamaguchi Sosei、Kasai Kiyoto、Koike Shinsuke

14
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第29回東京臨床脳画像解析研究会（招待講演）

第43回日本神経科学大会（国際学会）

第43回日本神経科学大会（国際学会）

Virtual Dopamine Conference（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hashimoto, R., Itahashi, T., & Aoki, R.

Hashimoto, R., Itahashi, T., & Aoki, R.:

Sho Yagishita

田中沙織

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

An fMRI study of Autobiographical Memory Associated with Self-Defining Episodes During Adolescence.

Disinhibitory gating of discrimination learning and spine enlargement by dopamine D2 receptors in the nucleus accumbens

意思決定の数理モデルと実験による検証

 １．発表者名

An fMRI study on neural correlates of counterfactual simulation of autobiographical episodic memory



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第9回CiNetシンポジウム（招待講演）

新学術領域「思春期主体価値」国際シンポジウム（国際学会）

新学術領域「思春期主体価値」国際シンポジウム（国際学会）

新学術領域「思春期主体価値」国際シンポジウム（国際学会）

田中沙織

Anai S, Tanaka SC

Sakai Y, Sakai Y,Sugiyama H, Okada N, Ando S, Yahata N, Morita K, Koshiyama D, Kawakami S, Sawada K, Koike S, Endo K,
Yamasaki S, Nishida A, Kasai K, Tanaka SC

Suzuki Y, Tanaka SC

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Brain function mechanism of aftermath stress

脳研究における大規模データの利活用

Uncovering developmental trajectory of conceptual neural representation and neural dynamics of flexible concept acquisition

Trace unbalance in reinforcement and punishment systems may contribute to the risk preference in adolescence

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

International Brain Research Organization (IBRO)（国際学会）

新学術領域「思春期主体価値」国際シンポジウム（国際学会）

Aoki, R., Kotani, K., Shafhen, M., Hashimoto, R., Saijo, T

Yagishita, S.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
NIPS Learning & Memory meeting

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

dos Santos Kawata KH, Hashimoto R, Ohta H, Kasai K, Nakatani H, Koike S.

dos Santos Kawata KH, Nakamura Y, Kasai K, Koike S.

 ３．学会等名

Probing the neural bases of intergenerationally sustainable decisions

Disinhibitory gating of discrimination learning and spine enlargement by dopamine D2 receptors in the nucleus accumbens

Metacognitive  Questionnaire Using Adolescent-Parent Response Difference.

Development of metacognition in adolescents.

 ３．学会等名

Organization for Human Brain Mapping (OHBM)（国際学会）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

International Symposium “Personalized Value: Interdisciplinary Approach”（国際学会）

International Symposium “Personalized Value: Interdisciplinary Approach”（国際学会）

人間行動科学研究拠点公開講義

人間行動科学研究拠点公開講義

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Nakamura y, Koike S.

dos Santos Kawata KH, Ueno Y, Hashimoto R, Yoshino S, Ohta K, Nishida A, Ando S, Nakatani H, Kasai K, Koike S

dos Santos Kawata KH, Uematsu A, Nakamura Y, Okada N, Kasai K, Koike S.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Cognitive food restriction associated with body weight status modulated brain response to high-caloric foods in regions of
value estimation.

Development of Metacognition in Adolescence: The Congruency-based Metacognition Scale

Metacognition using Child-Parent Perspectives Scale: A Preliminary Study of the Cortical Thickness Contribution

Development of Metacognition in Adolescence: The Congruency-based Metacognition Scale

 １．発表者名
dos Santos Kawata KH, Ueno Y, Hashimoto R, Yoshino S, Ohta K, Nishida A, Ando S, Nakatani H, Kasai K, Koike S



2019年

2018年

2019年

2019年

新学術領域研究 思春期主体価値

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

脳と心のメカニズム第19回冬のワークショップ（国際学会）

脳と心のメカニズム第19回冬のワークショップ（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

穴井達、田中沙織

 ２．発表標題

dos Santos Kawata KH, Uematsu A, Nakamura Y, Okada N, Kasai K, Koike S

田中沙織

鈴木文丈、田中沙織

行動経済学会　第12回大会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Brain mechanisms of value acquisition, maintenance and updating through long-term conditioning and reversal conditioning

Metacognition using Child-Parent Perspectives Scale: A Preliminary Study of the Cortical Thickness Contribution

意思決定における報酬と損失の異質性とその脳基盤

The effects of stress on human emotion control

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Neuroscience 2018（国際学会）

日本精神神経学会

Itahashi, T., Okada, N., Ando, S., Yamasaki, S., Koshiyama, D., Morita, K., Yahata, N., Koike, S., Nishida, A., Kasai, K., &
Hashimoto, R.

柳下　祥

柴玲子, 安藤俊太郎, 川島友子, 太田和佐, 中谷裕教, 小池進介

dos Santos Kawata KH, Hashimoto R, Ohta H, Kasai K, Nakatani H, Koike S

東京大学こころの多様性と適応の統合的研究機構 シンポジウム「こころの適応を探る」

東京大学こころの多様性と適応の統合的研究機構 シンポジウム「こころの適応を探る」

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Sex-dependent effects of child-parent relationships on resting-state functional connections in early adolescence

Neural basis of motivation and depression

いろいろな事象に適用した内発的動機付け尺度の妥当性・信頼性検討

Development of metacognitive questionnaire using child-parent response difference

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年～2018年

2017年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Naito Conference（招待講演）（国際学会）

Society for Neuroscience（国際学会）

2nd Annual meeting of Nepalese Neuroscience Society（招待講演）（国際学会）

名古屋大学　脳とこころの研究センター　ウィンタースクール（招待講演）

Yagishita, S., Iino, Y., Nakazato, R., and Kasai, H.

Yagishita, S

田中沙織

Yagishita, S

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

A super-sensitivity of dopamine D2 receptor signaling for structural plasticity of dendritic spines.

Synaptic basis of reinforcement learning

選好のメカニズム解明を目指したヒトイメージング研究

Dopamine actions on dendritic spines in the nucleus accumbens for reward-related learning

 １．発表者名



2017年

2017年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

電子情報通信学会ニューロコンピューティング研究会(NC)

電子情報通信学会ニューロコンピューティング研究会(NC)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

米川　柾、田中沙織

Takagi Y, Tanaka SC

Takagi Y, Hirayama J, Tanaka SC

山本　諭、田中沙織

Naito Conference（国際学会）

第1回ヒト脳イメージング研究会

 ２．発表標題

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

長時間の学習による価値の形成に関わる脳機構の解明

Model representation and mental simulation for model-based reinforcement learning in the human brain

Common neural modes among various states are predictive of intelligence and life outcomes

快情動プライミング影響下における時間選好に関わる神経基盤の解明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2016年

〔図書〕　計1件

2017年

〔産業財産権〕

〔その他〕

Springer 211

A new window into psychosis 
https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/en/press/z0508_00095.html 
統合失調症治療薬（ドーパミンＤ２受容体阻害剤）や妄想症状の機構を解明 
https://www.jst.go.jp/pr/announce/20200319/ 
researchmap 
https://researchmap.jp/shoyagishita/ 
researchmap 
https://researchmap.jp/xsaori/

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．書名
Behavioral Economics -Toward a New Economics by Integration with Traditional Economics

 ５．総ページ数

 １．著者名  ４．発行年
Ogaki M, Tanaka SC

 ２．出版社

2nd International Brain Stimulation Conference（国際学会）

The 22nd Annual Meeting of the organization on Human Brain Mapping（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hashimoto, R. & Karima, A.

Hashimoto, R., Itahashi, T., Ohta, H., Nakamura, M., Kanai, C., Iwanami, A., & Kato, N.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Improvement in auditory verbal memory induced by theta tACS to bilateral prefrontal cortex.

Altered Effects of Perspective on Functional Connectivity during Self and Other Evaluation in Autism



６．研究組織

連
携
研
究
者

保前　文高

(Homae Fumitaka)

(20533417)

首都大学東京・人文科学研究科・准教授

(22604)

連
携
研
究
者

岡ノ谷　一夫

(Okanoya Kazuo)

(30211121)

東京大学・総合文化研究科・教授

(12601)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

備考

研
究
協
力
者

酒井　雄希

(Sakai Yuki)

(60714475)

株式会社国際電気通信基礎技術研究所・脳情報通信総合研究
所・研究員

(94301)

研
究
分
担
者

中谷　裕教

(Nakatani Hironori)

(30333868)

東京大学・大学院総合文化研究科・助教

(12601)

研
究
分
担
者

柳下　祥

(Yagishita Sho)

(50721940)

東京大学・大学院医学系研究科（医学部）・講師

(12601)

研
究
分
担
者

中村　優子

(Nakamura Yuko)

(00610023)

東京大学・大学院総合文化研究科・特任助教

(12601)

研
究
分
担
者

橋本　龍一郎

(Hashimoto Ryu-ichiro)

(00585838)

東京都立大学・人文科学研究科・准教授

(22604)

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考



６．研究組織（つづき）

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計3件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

ATR BICR Seminar (TITLE：Model-based control in dimensional psychiatry; by
Valerie Voon, Medical Research Council Senior Clinical Fellow, University of
Cambridge)

2019年～2019年

2017年～2018年

2017年～2018年

共同研究相手国 相手方研究機関

 国際研究集会

 国際研究集会

 国際研究集会

 開催年

 開催年

 開催年

International Symposium “Personalized Value: Interdisciplinary Approach”

ATR BICR Seminar (TITLE:  Integrating decision systems: how the brain solves
difficult problems; Dr. Quentine Huys, Senior Research Fellow and Resident,
University of Zurich)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

備考

連
携
研
究
者

小池　進介

(Koike Shinsuke)

(10633167)

東京大学・学生相談ネットワーク本部・講師

(12601)


